
“ゆる.ぷら”facebookページ 

 ゆる.ぷらのスタッフがゆる.ぷらのこ 

とやまちづくり、町内外のイベント情報 

などを発信しています。興味がある方は 

「ゆる.ぷら facebook」で検索または右 

のＱＲコードからアクセスしてください。 
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今月号の目次 

●助成金について 

 助成金について説明します。 

●まちプロ情報 

 まちプロの様子を紹介します。 

 

●８・９月のゆる.ぷら 

 体験会やギャラリーなどの情報を案

内・報告します。 

●かおりのシバタンケン！vol.8 

 以前入間田地区にあった豆腐店に 

 取材に行きました！ 

●スタッフコメント 

 “ゆる.ぷら”スタッフから一言！ 

 

２ページ目 ４ページ目 ３ページ目 

～ 今月の特集 ～ 

●助成金制度について 

 市民活動団体などの任意団体にとって活動資金の

獲得は一つの大きな課題だと思います。助成金制度を

活用して、団体の活動をステップアップしましょう。 

●まちプロ情報 

 「まちプロ」とは、まっちをおこそうプロジェクト

の略称です。市民活動団体や地域、個人で活躍できる

ようなまちづくり人材を育成するプロジェクトです。

６月からの様子を紹介します。 
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【 助成金制度について 】 

 市民活動団体などが活動資金の一部として活用できる「助成金制度」があります。しかし、実際

に活動している方とお話をすると、「助成金はハードルが高い」という言葉をよく耳にします。こ

れは一般的な企業や財団法人の助成金だけではなく、まちづくり推進センター事業の提案制度の

相談を受けるときにも良く聞きます。今回は、助成金制度について少し説明します。 

【 まちプロ～まっちをおこそうプロジェクト～情報！ 】 
 以前にも紹介しましたまちづくり推進センター事業として実施して

いる「まちプロ」の様子をご紹介します。６月から始まり、現在は９月

から受講者の方々で行うフィールドワークについての企画をしていま

す。講師のせんだい・みやぎ NPO センターと受講生の方々で企画につ

いての講座やワークショップを行っています。企画の内容については

今後ご紹介させていただきますので、お楽しみにお待ちください。 

□助成金とは？ 

 ここで説明する助成金制度は、各企業や財団

法人が特定の目的のために募集するものです。

市民活動団体やＮＰＯなどが応募します。助成

金の特徴を２つ挙げます。 

○制約が多い 

 助成金は、その使用目的が限られており、経

費についても一部のみ適用となるものがほとん

どです。対象外の経費は負担しなくてはなりま

せん。 

○報告の義務がある 

 資金の提供を受けるので、助成金を利用して

行った事業については、その実施内容や成果に

ついて報告する義務があります。 

 助成金は申請したからといって、必ず獲得で

きるものではないので、助成金を獲得できなか

った場合も想定して事業計画を立てましょう。 

□助成金の申請について 

 助成金は、活動期間が１年未満の団体に対し

ては、助成金を提供する側や審査する側で見極

めるのが難しく、応募できるものがあまりあり

ません。また、すでに軌道に乗っている事業に

対しては、応募する側も審査する側も必要性を

感じない事が多いものです。 

 ではどのような時期に活用するものかという

と、これまで一定の成果を上げてきた団体が新

たな事に取り組もうとするときや、団体が継続

してきた活動を飛躍するときなどステップアッ

プする節目に資金が投入されれば得られる効果

も大きくなることが期待されます。 

 助成金には提供する側の期待があります。そ

れはさまざまなものですが、その期待の多くが

募集要項などに書かれています。その期待に沿

う形で申請することが必要となります。 

 簡単にですが助成金についてまとめてみました。これだけみるとやはり難しいものに感じてし

まうかもしれません。しかし、助成金の申請にはポイントがあります。そのポイントはゆる.ぷら

に相談にいらっしゃったときに個別にお話しします。ゆる.ぷらには各種助成金の情報も揃えてい

るので、お気軽に相談に来てください。 

 

いつでも相談にきてネ！ 



●11 日（日）夢尾見太郎「おしゃべり口笛コンサート」 

 

●25 日（日） しばたおもちゃ病院開院 

 

テーマ：「月光仮面のおじさんは誰？」 

時 間：13：30～14：00 
“ゆる.ぷら”で 開院！  

 時間：10：00～12：00  

※部品を交換した場合、実費をいただくことがあります。 

●９月６日（火）～18 日（日） 
●９月 19 日（月）～10 月２日（日） 

●「カルトナージュ＆ミニチュアハウス作品展 」8 月 9 日～2１日 

●「こけし絵付け体験会」3 日（水） 

●「貝がらアートたからばこ作り体験会」11 日（木） 

●「子ども造形教室作品展」7 月２6 日～8 月７日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 昨年も作品展を開いていただいた大津

さんのカルトナージュ作品の他に、ミニ

チュアハウスの作品も見ることが出来て

とても素敵な展示でした。来館者の方も、

ミニチュアハウスの中を見て驚く方がた

くさんいました。 

ゆる.ぷら インフォメーション 
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【 ９月の体験会やギャラリーのご案内 】 

「お部屋に飾りたい書の作品展」 
           仙南現代書道研究会 

 
代表浅野北華氏より： 

 お部屋に飾ってみたくなるような 新しい感覚の

書を展示します。誰もが自由に書けて楽しめる書の

作品を数点飾ります。 

「保科毅水彩画教室作品展」 

保科毅氏より： 

 水彩ならではの透明感を生かした絵画展で

す。昼の部は屋外スケッチ。夜の部は写真を参

考にして描いています。個性あふれる作品が揃

いました。 

【 ８月のギャラリー・体験会の様子 】 

 参加した男の子からは「男の子向きの体験会があってよかっ

た～」と好評でした。「貝の名前を調べて夏休みの工作兼研究発

表にしてください。」と先生からのアドバイスもあり、子どもた

ちは興味津津でした。付き添いできた方もフォトフレームに一

緒に貝がらをつけて楽しく作っていました。 

 こけしに顔や着物の柄を描いたり、色にも工夫がみられて

とても可愛いこけしが出来ました。当日は、子どもだけでは

なく、大人の参加者の方もいました。夢中になってこけしの

絵付け体験を満喫しました。 

 とっておき広場に集まる子どもたちは、高橋邦子

先生の指導の下で「作ってあそぼ」が形になってい

ます。素敵な笑顔の活動写真と、素晴らしい作品で、

ゆる.ぷらギャラリーを華やかにしてくれました。 

8 月のコンサートの様子 ⇒ 

（口笛キッズの HANA ちゃんと） 



 ★“ゆる.ぷら”とは？ 
 町民のみなさんや地域コミュニティ、市民活動団体など
による、まちづくり活動を総合的に支援する施設です。町
民、自治会、学校や企業のみなさんとの間で協働によるま
ちづくりを推進することも目的としています。 
★“ゆる.ぷら”の機能は？ 
①まちづくり活動の場の提供 
 会議やイベント、印刷、活動報告や作品展示など 
②まちづくり活動に関する情報の収集・提供 
 チラシ・ポスターの受付、ボランティア・助成金情報など 
③まちづくり活動に関する相談への対応  など 

【   かおりのシバタンケン！vol.8 】 
 今回取材させて頂いたのは以前入間田地区にあったという、 

手作りのお豆腐店です。 

 入間田地区に住む池田さんのお豆腐店は、残念ながら３～４ 

年前に廃業しましたが、当時の様子を知る近所の方に取材をさ 

せて頂き、時代の面影を探してきました。 

 明治３０年頃に開業し、池田家で５代続いたというお豆腐屋 

さん。この店には、看板が掲げられていなかった事から、『看 

板のない豆腐屋さん』とも呼ばれ、多い日には１日に１０人以 

上のお客さんが訪れ、親しまれていた事がうかがえます。お豆腐屋さんな 

らではの、おからの無料サービスもあったそうです。 

 お客さんの話では、「池田さんの豆腐は他とは違い、味噌汁に入れると 

膨れ上がる、とても美味しい豆腐で有名だった」と、手作りならではの味 

と魅力があったようです。 

 地域の身近なお豆腐屋さんであった事が分かるエピソードをもう一つ紹 

介します。当時は多くの家庭で大豆を自家栽培していた事もあり、お客さ 

ん自身がその大豆を店に持参し、この大豆で豆腐を作ってくれないかと頼 

                みに来たお客さんも多くいたそうです。 

                美味しいと言われてきた手作り豆腐にはきっと、生産者と購  

                入者のそのような良好な関係も、味に反映されていたに違い  

                ありません。 

                 現在、『食』で町おこしをしようとしている動きが複数出 

                ている入間田地区。住民で育んでいく商品が生まれる日が楽 

                しみです。 
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あっという間に２０１６年も後半ですね。ゆ

る.ぷらでは、年末にゆる.ぷら主催の交流イベ

ントの開催を企画していこうと思っていま

す。まちづくりや、趣味を通しての交流をテ

ーマにみなさんの輪を広げられるようなイベ

ントにしますので、お楽しみにしてくださ

い。 

ゆる.ぷらスタッフ（駒板） 

ゆる.ぷら インフォメーション 
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地域おこし協力隊 

柴田町地域おこし協力隊  鈴木 香織 

≪地域おこし協力隊活動の様子は Facebook『地域おこし協力隊 宮城県柴田町』で検索！≫ 

(お問合せ先)  
 ■しばたまち交流ひろば“ゆる．ぷら”（イオンタウン柴田内） 開館時間 10：00～18：00 

TEL 86-3631  FAX 86-3641 e メール yurupura@town.shibata.miyagi.jp 
<9 月の休館日：5 日、12 日、20 日､26 日 > 

 ■柴田町まちづくり政策課 TEL 54-2111  FAX 55-4172 

≪柴田町まちづくり推進センターFacebookページで随時“ゆる.ぷら”情報発信中！≫ 

イオンタウン柴田のここです！ 




